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謹
賀
新
年

　
　
　
役
員
・
書
記
局
一
同

　
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
組
合
員
の
皆
様
に
は
大

阪
建
設
労
働
組
合
の
運
動
に
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
た
ま
わ
り
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
物
価
上
昇
、
資
材
価
格
の
高
騰
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
、
設
備
機
器
の
納

期
遅
延
、
品
薄
等
我
々
の
仕
事
と
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
脅
威
は
、
未
だ
に
終
息
を
見
通
す
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
が
、少
し
づ
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、組
合
の
行
事
も
出
来
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
対
面
で
の
行
動
も
増
え
、
改
め
て
組
合
活
動
に
は
対
面
で
の
行
動

が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
い
か
し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
を
活
用
し
、
組
合
員
の
皆
様
に
た
く
さ
ん
の
情
報
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

い
き
ま
す
。

　
今
後
も
十
分
に
対
策
を
講
じ
、
運
動
・
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
が
２
０
２
３
年
10
月
か
ら
導

入
さ
れ
ま
す
。
免
税
事
業
者
が
課
税
事
業
者
に
な
る
こ
と
を
強
要
さ
れ
る
、
ま
た

免
税
事
業
者
の
ま
ま
だ
と
値
引
き
を
強
要
さ
れ
る
か
取
引
か
ら
排
除
さ
れ
る
事
な

ど
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
様
々
な
調
査
で
も
周
知
や
準
備
が
進
ん
で
い
な
い
実
態
が

明
ら
か
で
す
。
導
入
中
止
に
向
け
、
声
を
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
若
年
層
の
入
職
者
を
増
や
す
べ
く
若
い
世
代
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
建
設

業
界
に
す
る
た
め
に
、
賃
金
単
価
を
上
げ
る
運
動
を
強
化
し
、
建
設
労
働
者
の
処

遇
改
善
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
建
設
労
働

者
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
課
題
と
し
て
考
え
、
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
決
意
し
、い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
、新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
建
設
働
組
合　
執
行
委
員
長　
　
谷
内　
邦
久

あけましておめでとうございます
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新
春
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル　カギを解き二重枠の文字を並

べかえてできる言葉を作ってく
ださい。

……………………………………………
＜応募＞ハガキに回答・住所・お名前・年齢・支部
名を書いて大建労本部教宣部へ。FAX での応募も
可。しめきりは 1 月 31 日（当日消印有効）＜賞品
＞正解者の中から抽選で 20 人にクオカード 1000 円
分を贈呈。当選者は『建設労働』３月１日号で発表。
＜応募資格＞組合員とその家族（除く本部書記局）。
※家族の方は組合員名を書き添えてください。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】①
熱
を
加
え

る
こ
と
②
百
―
―
あ
っ
て
一

利
な
し
③
投
手
の
投
げ
る

球
の
威
力
④
ピ
サ
の
斜
―

―
⑥
自
分
。
―
―
責
任
⑧

入
院
の
対
⑪
落
語
の
―
―

に
行
く
⑬
―
―
淑
女
諸
君

⑭
話
の
―
―
を
通
す
⑮
次

期
会
長
の
―
―
を
狙
う

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】①
絵
。
―

―
展
③
帰
り
道
⑤
都
会
か

ら
田
舎
へ
―
―
す
る
⑦
♪

―
―
の
絡
ま
る
チ
ャ
ペ
ル

⑨
士
農
―
―
商
⑩
旧
国
名

で
今
の
愛
媛
⑫
―
―
の
上

に
も
三
年
⑭
太
陽
系
の
惑

星
の
一
つ
⑯
大
坂
冬
の
―

―
⑰
自
分
の
志
や
贈
り
物

の
謙
譲
語

２
月
４
日（
土
）東
成
・
港
・

　
　

５
日（
日
）住
吉
・
寝
屋

　
　
　

川
・
港

　
　

６
・
７
日（
月
・
火
）寝
屋

　
　
　

川

　
　

９
日（
木
）豊
中

　
　

10
日（
金
）堺
・
豊
中

　
　

11
日（
土
）住
吉
・
守
口
・

　
　
　

寝
屋
川

　
　

12
日（
日
）大
東
・
守
口
・

　
　
　

東
淀
川
・
東
住
吉
平

　
　
　

野
・
寝
屋
川
・
堺

　
　

13
日（
月
）東
成
・
堺

　
　

14
日（
火
）大
東
＝
完
全

　
　
　

予
約
制
・
西
淀
川

　
　

15
日（
水
）富
田
林
・
堺
・

　
　
　

羽
曳
野
・
松
原

　
　

16
日（
木
）富
田
林
・
堺
・

　
　
　

羽
曳
野
・
松
原

　
　

17
日（
金
）岸
和
田

　
　

18
日（
土
）寝
屋
川
・
大

　
　
　

東
・
岸
和
田

　
　

19
日（
日
）東
住
吉
平　

　
　
　

野
・
岸
和
田
・
寝
屋　

　
　
　

川
・
堺
・
守
口

　
　

20
日（
月
）堺
・
吹
田

　
　

21
日（
火
）茨
木

　
　

22
日（
水
）堺

　
　

23
日（
木
）寝
屋
川
・
東

　
　
　

淀
川
・
西
成

　
　

24
日（
金
）堺
・
泉
佐
野

　
　

25
日（
土
）城
東
鶴
見
・

　
　
　

寝
屋
川
・
都
島

　
　

26
日（
日
）東
住
吉
平　

　
　
　

野
・
城
東
鶴
見
・
東
淀

　
　
　

川
・
寝
屋
川
・
都
島

　
　

27
日（
月
）池
田

　
　

28
日（
火
）泉
佐
野

３
月
１
日（
水
）堺
・
生
野

　
　

２
日（
木
）堺
・
生
野

　
　

３
日（
金
）堺
・
吹
田

　
　

４
日（
土
）城
東
鶴
見
・

　
　
　

寝
屋
川
・
吹
田

　
　

５
日（
日
）福
島
・
茨
木
・

　
　
　

寝
屋
川

　
　

６
日（
月
）堺
・
福
島

　
　

７
日（
火
）堺

　
　

８
・
９
日（
水
・
木
）本
部

※
門
真
支
部
の
日
程
は
支
部

に
お
問
い
合
わ
せ
を
。

※
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
各
支

部
に
予
約
制
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。ご
確
認
を
。

各
支
部
税
金
申
告

相
談
会
日
程

「私の宝物と桜」

西久保　博幸さん（門真）
「勇ましい若殿」

優秀賞・中村　一さん（門真）
「全力疾走」

優秀賞・野村　愛音さん（大東）

　

大
建
労
で
は
二
〇
二
二
年
か

ら「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」を

開
催
し
て
い
ま
す
。現
時
点
で

は
第
十
回
を
向
か
え
ま
し
た
。

様
々
な
テ
ー
マ
で
募
集
し
ま
し

た
。た
く
さ
ん
の
応
募
も
頂
き

大
建
労
の
仲
間
に
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。こ
の
度
第
一
回

～
九
回
で
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞

作
品（
全
三
十
六
作
品
）の
中
で

最
も
よ
か
っ
た
ベ
ス
ト
・
フ
ォ

ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
賞
の
発
表
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。入
賞
い

た
だ
き
ま
し
た
三
作
品
に
は
賞

状
と
作
品
を
プ
リ
ン
ト
し
送

付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ま

た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
毎
月

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

告
知
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
機
関
紙
な

ど
で
行
っ
て
い
ま
す
。応
募
方

法
は
簡
単
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
お
友

だ
ち
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
、

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
写
真
作
品
を

コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
送
る
だ
け

で
参
加
で
き
ま
す
。入
賞
者
に

は
ク
オ
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す

の
で
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

　
【
港
支
部
・
竹
原
万
ち
代
】

大
阪
歴
史
博
物
館
で
古
代
か

ら
現
代
の
大
阪
の
歴
史
展
示

を
見
た
。昭
和
時
代
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、「
あ
っ
！
こ
れ

こ
れ
、こ
ん
な
ん
だ
っ
た
な

あ
」と
懐
か
し
く
思
い
出
し

た
。千
徳
の
火
鉜
、円
の
ち
ゃ

ぶ
台
、白
黒
テ
レ
ビ
。和
服
に

白
い
割
烹
着
。対
面
販
売
の

八
百
屋
さ
ん
、魚
屋
さ
ん
等
。

「
こ
れ
ど
う
し
て
料
理
す
る

の
？
」と
店
主
に
聞
い
て
世

界
話
を
し
て
い
た
昔
の
母
の

姿
が
、鮮
明
に
思
い
出
さ
れ

た
。便
利
に
な
っ
て
行
く
世

の
中
。目
ま
苦
し
く
変
化
し

て
い
く
こ
の
世
の
中
で
、「
あ

の
時
は
よ
か
っ
た
な
あ
。」

と
、過
ぎ
た
昭
和
の
時
代
を

懐
か
し
む
私
は
充
分
に
歳
を

重
ね
た
証
拠
だ
と
確
認
し
た

一
日
で
し
た
。

　【
堺
支
部
・
辰
己
裕
子
】初

め
て
行
っ
た
歴
史
博
物
館
。

難
波
宮
城
あ
と
に
建
て
ら
れ

た
超
近
代
的
な
建
物
を
復
元

模
型
や
遺
跡
を
見
な
が
ら
、

一
〇
階
古
代
、九
階
中
世
、八

階
近
代
と
大
阪
の
歴
史
を
学

び
ま
し
た
。特
に
大
阪
城
を

間
近
に
一
〇
階
か
ら
八
階
ま

で
の
眺
め
は
最
高
の
見
晴
ら

し
で
し
た
。

　

長
い
年
月
、大
阪
に
住
み

な
が
ら
、大
阪
の
歴
史
に
は

無
頓
着
で
し
た
。こ
れ
か
ら

小
説
を
読
ん
で
も
今
日
の
見

学
が
イ
メ
ー
ジ
豊
か
に
広
が

り
そ
う
で
嬉
し
い
で
す
。

通信員の
つどい

　

年
初
め
一
発
め
の
青
年
部
行

事「
旗
び
ら
き（
新
年
会
）」を
開

催
し
懇
親
会
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

な
ど
で
交
流
し
ま
す
。ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
の
景
品
に
は
ゲ
ー
ム

機（
任
天
堂
ス
イ
ッ
チ
）、現
場

で
役
立
つ
工
具
や
家
族
が
喜
ぶ

日
用
雑
貨（
圧
力
鍋
）ま
で
い
ろ

い
ろ
な
豪
華
賞
品
を
用
意
し
て

い
ま
す
。仕
事
が
終
わ
っ
て
か

ら
で
も
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け

ま
す
。今
年
度
も
感
染
対
策
の

た
め
、軽
食
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ジ
ュ
ー
ス
・
お
茶
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
用
意
す
る
予
定
で
す
。

大
建
労
の
組
合
員
で
五
十
歳
以

下
の
若
い
方
を
対
象
に
し
て
い

ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
す
の
で
、こ
れ

を
機
に
新
し
い
繋
が
り
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

日
時　

二
〇
二
三
年
一
月
十
八

日（
水
）午
後
七
時
三
〇
分
～

場
所　

大
建
労
本
部
五
階

参
加
対
象　

青
年
部
員（
五
〇

歳
以
下
の
組
合
員
全
員
が
対

象
）

内
容　

交
流
会
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
な
ど

締
め
切
り　

二
〇
二
三
年
一
月

十
三
日（
金
）

※
マ
ス
ク
着
用
必
須
で
お
願
い

し
ま
す
。

＊
青
年
部
旗
び
ら
き

　

１
月
18
日（
水
）19
時
30
分
～

【
寝
屋
川
・
栃
山
武
寛
・
鉄
筋

工
】寝
屋
川
支
部
の
管
轄
は
、

藤
田
文
武
氏（
日
本
維
新
の

会
幹
事
長
）と
中
司
宏
氏（
日

本
維
新
の
会
）の
お
二
方
。

　

も
ち
ろ
ん
直
接
本
人
に
お

会
い
し
、要
請
書
を
手
渡
し

お
話
も
で
き
た
。僕
の
こ
だ

わ
り
は
直
接
本
人
に
要
請
書

を
手
渡
し
訴
え
る
事
。

　

そ
の
た
め
に
は
ア
ポ
取
り

の
段
階
で
秘
書
さ
ん
に「
直

接
本
人
に
お
会
い
し
、要
請

書
の
内
容
を
説
明
し
た
い
ん

だ
」と
、熱
意
を
持
っ
て
伝
え

る
事
が
重
要
で
あ
る
。

　

地
元
で
の
行
動
の
前
日
に

も
東
京
の
議
員
事
務
所
に
出

向
き
、中
司
宏
氏
に
つ
い
て

は
会
議
中
に
も
関
わ
ら
ず
本

人
が
少
し
時
間
を
割
い
て
対

応
に
出
て
き
て
頂
け
た
。

　

ク
ド
い
よ
う
だ
が
、ア
ポ

取
り
段
階
で
の
本
人
対
応
の

お
願
い
が
重
要
。「
秘
書
の

私
が
対
応
致
し
ま
す
」と
言

わ
れ
て
も
、し
つ
こ
く
本
人

に
お
会
い
し
た
い
事
を
伝
え

る
事
で
、さ
ら
に
そ
の
熱
意

は
伝
わ
る
は
ず
だ
。そ
れ
と
、

比
較
的
お
会
い
し
や
す
い
の

は
土
曜
日
だ
ろ
う
。

　

こ
の
要
請
行
動
は
、継
続

的
に
続
け
て
い
く
事
が
重
要

だ
ろ
う
と
思
う
。流
れ
作
業

的
な
要
請
行
動
で
は
な
く
、

毎
回
毎
回
を
積
み
重
ね
る
事

で
建
設
業
が
置
か
れ
る
現
状

も
伝
え
る
事
も
で
き
る
の

だ
。ま
だ
本
人
に
お
会
い
で

き
て
い
な
い
支
部
は
、ぜ
ひ

参
考
に
し
て
頂
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

国保補助金確保に向け
た地元選出国会議員へ
の要請

最優秀賞

新
年
号
の
お
届
け
が
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。


